
お
問
合
せ
は

コ
チ
ラ
ま
で

案内
不要

ひふみは定員３０人で、精神障害者が
日中通う居場所。５０～６０代が多く、
青年期だった１９８０年代に発病した人
も少なくない。絵でも音楽でも自分を表
現することが、病からの回復につながる
と中村所長はみている。

運営を後押ししたのは認定ＮＰＯ法人
ＳＴスポット横浜（横浜市）。ひふみと
企画を練り、ＤＪを手配した。８７年か
ら横浜市の小劇場を運営し、２０１７年
度からは神奈川県の基金を活用して芸術
と福祉をつなぐ活動を続けている。

事務局長の田中真実さんは「福祉施設
の芸術活動への希望はとても大きい。施
設によりやりたいことはさまざまなので、
オーダーメードでワークショップを開い
ている」と話す。

１８年６月施行の障害者文化芸術活動
推進法を追い風に、厚生労働省は１９年
度に関連経費約３億円を計上。

ピンク・レディーの「ＵＦＯ」、中森
明菜の「北ウイング」に合わせ、中年の
男女が照れくさそうに踊る――。地域活
動支援センター「ひふみ」（横浜市）は
２月１６日、所内をディスコに模様替え
し、精神障害者らがＤＪを招いたダンス
イベントを楽しんだ。

近隣の精神科病院に入院中で、作業療
法士に付き添われて参加した女性（６
２）は入院歴が通算４０年。山口百恵の
ファンで、「いい日旅立ち」を熱唱した。

「普段はおとなしい男性が、ある日、
ユーチューブで荻野目洋子の歌を聴いて
踊り出しました。そこにヒントを得まし
た」。ディスコ開設のきっかけを中村麻
美所長はこう語る。

ディスコで蘇る80年代 障害者の
自己表現支える地活センター

岐阜県福祉のまちづくり推進協議会 担当：苅谷
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※尚、今後このようなご案内が不要な場合は、右の欄にチェックを入れて
0575-24-5733迄ご返信をお願い致します。

～介護ビジネス研究会のご案内～

日 時：2019年5月30日（木）
13:30～16:30(受付13:00～)

会 場：じゅうろくプラザ5階 中会議室2
岐阜市橋本町1-10-11

内 容：『新・介護職員等特定処遇改善加算
の告示、通知、QA全解説』

『ついに始まった時期制度改正審議と
保険外サービス参入戦略』

講師 小濱 道博 氏
（小濱介護経営事務所）

詳細・お申込はこちらから 介護ビジネス研究会


